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年頭のご挨拶  
 

                   高幡不動尊不動堂五重塔 

                       （写真提供：高幡山金剛寺） 

校友会の皆様、新年あけましておめでとうございます。 

日頃は校友会活動にご理解とご協力を賜り厚    

く御礼申し上げます。 

昨年は、多摩支部創立 20 周年を迎え、コロナ禍

を 乗り越えて校友の皆様と一緒に祝うことが出来ま

したことは、真にご同慶の至りでございます。 

特に、その記念事業として発刊した「MEIJIメイトブ

ック」は大変好評で、北野校友会長におかれまして

は、折に触れて全国の各支部に PR して頂いており

ます。 

 今年より 30 周年に向け新たなスタートが切られた訳ですが、先ずは多摩支部のスローガンである 

「明治はひとつ、3C で繋ごう多摩支部の絆」の下、校友の皆様同士が Face To Face で Contact を 

取り、Communication を図りながら、母校明治大学の発展に寄与するという Consensus に向けて深 

い絆を築いてまいりましょう。 

 2024 年は十干では甲、十二支では辰にあたる甲辰の年となります。この二つが合わさる甲辰は、

新しいことを始めると成功する等極めて縁起の良い年になると言われています。コロナ禍を脱して迎

える２０２４年。校友の皆さん、一緒に何かを始めてみませんか！ 

 今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。            
 明治大学校友会 多摩支部長 

                                               土屋 栄一 

 

 

箱根駅伝予選会        明大全国校友愛知大会        ラクビー明早戦 

（2023・10・14）        （2023・11・19）        （2023・12・3） 



新年のごあいさつ 
校友会長 北野大 

日本国内および海外におられる校友の皆

さまに、また、関係者の皆さま、あけまして

おめでとうございます。 

われらが母校明治大学は1881年、3人の

若き法学者による建学後、いよいよ 2031 年

に創立150 周年を迎えます。 

さて、コロナ禍で校友会活動は大きな影

響を受けてきましたが、幸いに昨年は４年

ぶりに全国校友愛知大会が約 800 人の校友

の参加を得て盛大に開催できました。 

この全国大会開催に向け多大なご尽力を

いただいた西脇委員長、大藪支部長をはじ

めとする愛知県支部の皆さんに心からお礼

を申し上げます。 

今年は 9 月 28 日、29 日に香川県で全国

校友大会が開催されます。多くの校友の参

加をお待ちしております。 

2023 年度の校友会活動を振り返ります

と、コロナに感染しないよう万全の措置を

講じながら、多くの支部で対面での支部総

会、講演会を開催することができました。こ

れらの会には大学から柳谷理事長、大六野 

学長をはじめ、多くの役員にご出席をい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただき、その支部ごとの詳細な資料（入学

者の出身高校、卒業生の就職先など）を基に

大学の状況についてご説明いただきました。 

これらの資料は、校友相互の親睦および

母校支援の大きなツールになるものと確信

しております。ありがとうございました 

校友会活動の目的は母校の支援、校友相

互の親睦ですが、私はコロナ禍を契機に、緩

い意味での校友相互の支援を推奨しており

ます。例えば、校友が経営するホテル・旅館、

お店、食堂を利用したり、さらには士業関係

では 8 つの士業会からなる明治大学士業会

に相談することなどです。 

また、支部総会や公開講演会などにおい

ては、校友のアトラクションや講師を依頼

することを推奨しています。 

そのためにも、業種別校友リストの作成

など必要な準備を始めたいと考えています。 

この 1 年が校友の皆さんにとって良い 1

年となることを祈願し、新年のごあいさつ

とさせていただきます。 

（明治大学広報 2024 年 1月号より） 



1 地域支部だより 

                                石田波郷俳句大会表彰式    俳句出前授業 

（小中学校の部） 

清瀬地域支部 

100 回を迎える「紫紺句会」

「紫紺句会」は清瀬地域支部設立（Ｈ24 年

2012 年）2年後の平成26 年（2014 年）に

発足しました。清瀬市の平林寺句会に所属

している柾谷栄吾氏（Ｓ46法）が中心とな

り、同じく校友の大山恭子氏（Ｓ45 文 俳

号 細見逍子）を先生

にお迎えし、国分寺地

域支部の中西氏、小林

氏のご両名もご参加

いただき 13 名でスタ

ートしました。その後東久留米地域支部か

らのご参加もあり三地域支部連携の形にも

なりました。基本、毎月第二金曜日の午後に

開催され、以降猛暑の 8 月は休会とし、コ

ロナ禍での中止も余儀なくされましたが、

雨の日も、風の日も、雪にも、夏の暑さにも

負けずに精進し、令和 6 年 2 月にはめでた

く第百回を迎えることが出来ました。先生

の優しいご指導、代表の柾谷氏のリーダー

シップによるところが長続きの秘訣とは思

いますが、参加される皆さんのひたむきな

努力と和気藹々とした雰囲気が大きいと思

います。1年ごとの句集を佐藤房夫氏（Ｓ39

工）の手によって発行されています。十年に

もなれば膨大な句集となっています。「宗匠」

と呼ばれる方も続々誕生しています（笑)。

句会後の反省会と称して一杯やるのも楽し

いものです。しかし、俳句の出来の反省

は・・・・ 

「紫紺句会」の活動は月

一回の句会以外にも活

動の場があります。清瀬

市と石田波郷俳句大会

実行委員会主催のサポ

ート活動として、毎年 11 月に開催される

「石田波郷俳句大会」の運営のお手伝い、並

びに毎年5月～7月に市内小中学校への「俳

句出前授業」のお手伝いにも参加していま

す。小学一、二年生と会話するのも楽しいも

のです。市内の公園を散歩中に2～3名の小

学生が駆け寄ってきて、「「俳句の先生」と呼

ばれてニヤニヤしている校友もいます。 

「紫紺句会」は令和 6 年 6 月に十周年を迎

えます。近隣地域支部の方々にもご参加い

ただき更なる地域連携を図るべく今から企

画を練っております。「特待生」「才能あり」

を目指して、是非のご参加をお待ちしてお

ります。〈記・粕川偉三男（昭 48・政経） 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 



1 地域支部だより 

武蔵野地域支部  

～毎月
武蔵野地域支部には、「歩こう会」という名のサークルがあります。 

毎月、武蔵野近郊の寺社や名所、それに季節を感じる場所を日帰りで歩きます。 

最初は、弁当を持参して歩きましたが、この 10年前から昼飯は、現地の食堂で食べる事 

にしています。従って、12時頃には、帰りの駅に着き、美味しそうな食堂を皆で探して、人

数分が確保できる店を探したら〝カンパイ“です。 

駅が近くなると、全員が好みの店を探します、これが楽しみで参加している人もいます。

人気のコースは、正月は、“武蔵野吉祥七福神めぐり”と新年会、早春は、梅を訪ねて府中の

「郷土の森」からサントリーの工場見学をして、ただのビールを飲む。桜のシーズンは、「「野

川」の遊歩道を歩き、「深大寺」の蕎麦屋で乾杯。花菖蒲を見に、皇居の三の丸公園を巡り、

そこから築地へ行き、寿司を食べるか、月島で“もんじゃ焼き”を食べる。夏は、玉川上水を

歩き、「小金井公園」でバーベキューなど。 

プランは毎年12月に翌年 1年分のプラン表を作成して、それを3、4人で担当している。 

昔は、「武蔵野 33 観音めぐり」を何回かに分けて、達成したこともあったが、近頃は、都内

の公園巡りが多くなってきた。これも私も含めて、会員の老齢化のせいかも。 

〈記・伊藤則義（昭43・商）〉 

 皇居御苑の花菖蒲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 清澄庭園 

 

 

 

代々木公園の河津桜 



素晴らしきかな人生  It’s a Wonderful Life 

   ～多摩支部の皆様のご寄稿から 

   

ロックバンドの生涯現役ドラマー 

望月啓介（国分寺地域支部、昭 49 法）  

私は、大学4年間クラブ活動で音楽研究

部に所属し、カントリー＆ウエスタンの  カ

ントリーアローズ」というバンドでドラム

スを担当しておりました。小学校高学年か

らずーっとドラムスを叩

きたいと思い続け、やっと

念願が叶い、充実した学生

時代を過ごしました。 

大学を卒業し、明大先輩の

石津謙介が社長の ヴァン

ジャケット」に入社しまし

た。そして 16 年間、平日

は仕事、土日はドラムスを

叩くという音楽人生を歩んでおりました。 

39 歳で転職し、取締役営業本部長という重

責を担うことになり、仕事が忙しく、16 年

間ドラムスには一切触れませんでした。し

かし、55歳の時に大きな転機が訪れ、私の

アイデンティティは何なのかと自分自身に

問いかけ、秘かに音楽スタジオで一人、ドラ

ムスを叩き始めました。数年一人で練習し

てきましたが、どうしてもバンドが組みた

くなり、国分寺市在住のギタリスト、ベーシ

スト、ボーカリストを1年がかりで探して、

やっとメンバーを募り、バンド名を、メンバ

ーの名前の頭文字を繋いで  TSYM」という

名にして、国分寺市光公民館主催のライブ

 ピカロック」に参加し、演奏しておりまし

た。その後、埼玉県在籍のキーボード奏者を

加え、5人編成で様々なライブ演奏をしてき

ました。 

コロナ禍で 4 年間は活動休止してい

ましたが、一昨年の 12 月末に続き、

昨年 12 月 23日には、東京赤坂のラ

イブハウス エル法カミ―ノ」で、急

用で参加出来なくなったキーボード

を除く、4人でエリﾂク 法クラプトン､

ジンジャー 法ベーカー、ジャﾂク 法ブ

ルースのバンド クリ―ム」の50年

以上前のヒット曲で、ホワイトルーム、サン

シャインオブユアラブ等ブルースロックを

演奏しました。ライブ終了後、 エル法カミ

―ノ」のオーナーで、 ベンチャーズ」のギ

タリストノーキー法エドワーズの日本のプ

ロモーターをされていた戸田氏のギターで、

ウォ―クドントランやラテンロックの サ

ンタナ」のヒット曲、ブラックマジックウー

マン等を共演し、最高に楽しい心あたたま

る感動的な演奏が出来ました。 

現在、73 歳ですが、まだまだ現役でドラ

ムスを叩き続けます。いつまでも法法法法。 

（明治大学音楽研究部OB会会長  

 



素晴らしきかな人生  It’s a Wonderful Life 

   ～多摩支部の皆様のご寄稿から 

   

山と共に「前へ！」進み、目指す百名山 

              岩崎 政典（小金井地域支部、平成３・政経） 

今年還暦を迎える私が山と出会ったのは、

今振り返ると幼少期を過ごした故郷福島で

農作業の合間に父に連れられ、タラの芽や

キノコ採りなどで山歩きをしていたのがは

じまりでした。高校入学後、山岳部に入部

し、春の新人歓迎山行、夏山合宿、（先輩の）

追出し山行などで県内外の吾妻山、会津駒

ヶ岳、蔵王連峰などの百名山を頻繁に踏破

していましたが、当時は”百名山”という言

葉など知らずに普通の高校生の部活動とし

て、時折バテながら、焦げ付いたご飯やカレ

ーを食べながら、仲間と楽しく登っていま

した。 社会人になり本格的に”百名山”と

いう言葉を意識し、山に入るようになった

のは、働き出して 10 年ぐらい経った頃、突

然、父から「死ぬ前に富士山に登っておきた

い」と連絡があり、一緒に寒さの中ご来光を

拝んだ頃かもしれません。以降、仕事のスト

レス解消や、頂上からの眺め、爽快感が恋し

くなった時にぽつぽつと登って来ました。

いつの間にか父宛の年賀状に「昨年は○○

を制覇、今年は○○に挑戦！」を書き込むこ

とが年中行事になっていましたが、そんな

父も 2 年前に他界し、今は墓前に不定期に

山行報告と感謝を伝えています。ここ数年

の山行で最も困難であった登はんは、2022

年 8 月の新潟県巻機山 1967ｍでした。粘土

質の山道に登山靴が何度も嫌われたが、そ

れより困難であったのは、この山行が近く

の沢登り中に滑落死した先輩の慰霊登山で

あったことでした。事故のあった滝壺が見

えた頃には、大粒の涙がこみ上げ、自然と懐

かしい話を 1 人でぶつぶつ言いながら頂上

を目指していました。享年 60 歳の短い人生

でしたが、彼の分もこれから登り続けよう

と思います。山登りは、自分の生き方にも、

とても役立ち、例えば、安全で快適な山行の

ためには、必要最小限の荷物を準備、携行

し、正確な登はん行程の計画が必要です。こ

の意識は、普段の仕事や通勤時の階段登り

など生活面にも自然に生かされ、大抵のこ

とがうまくこなせるようになっていました。

自分の生き方、健康管理など山に随分と助

けられて来たような気がします。ここ数年

で踏破数は徐々に増えましたが、2023 年末

現在で未だ 27 山程度。ガイドブックでは”

40 年以上かけて登った人もいれば、5～6 年

で制覇した人も、1 年で完登した例もある”

とのこと。百名山踏破を目指している人の

考え方、生活、経済事情は様々であり、私は

もっぱら前者の方だと考えています。これ

までの人生で培った自分と山との距離感、

想い出を大事にしながら、気負うことなく、

他の楽しみも味わいながら、今後も自然体

で挑み続け、山と共に前へ進んで行きたい

です。

             

福井県：荒島岳 



Photo Gallery 国分寺地域支部 出渕恵介（昭 40・工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           府中 郷土の森博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

信州 安曇野市穂高町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中 武蔵野の森                       府中 武蔵野の森 



明治大学全面広告（日本経済新聞：2024・1・1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （明治大学広報 2024 年 1 月号より） 



明大サッカー部が第 72 回全日本大学サッカー選手権大会で、優勝 

第 72 回全日本大学サッカー選手権大会の決勝戦が2023 年 12 月

24 日（日）、茨城県のカシマスタジアムで行われ、明大体育会サ

ッカー部は、京都産業大学に2－0で勝利し、3大会ぶり、4回目

の優勝を果たしました。この大会は、全国各地域のリーグ戦上位

チーム（計 24 チーム）が争うトーナメント方式で、明大は、関東

地区第3代表として出場。順当に勝ち上がり、迎えた 12 月 24 日

（日）の決勝戦では京都産業大学と対戦しました。 

決勝の前半戦は、京都産業大学の堅守に阻まれ拮抗した展開が続き、0－0 のまま終了。後

半戦は、3分にFWの中村草太選手（政経 3年）が先制のゴールを、続く 8分には、田中克

幸選手（商4年）が追加得点を決め、見事勝利しました。（明大HPより） 

 

  明大スポーツより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国大学ラクビー選手権大会、決勝進出、日本一まであと一つ！ 

第 60 回全国大学ラクビー選手権大会は、5 大会ぶり 14 回目の優勝を目指す明大が決勝に

進んだ。関東大学対抗戦 2 位の明大は前半に 4 トライを挙げて試合を優位に進め、関西リ

ーグ 3連覇の京産大を52－30 で振り切った。明大の意地を見せたトライが 2大会ぶりの決

勝を引き寄せた。明大伝統の強力 FW陣。ただ、京産大を苦しめたのはそれだけではない。

奪った8トライのうち、6トライは、バックス陣。序盤から速いテンポでボールを回し、相

手に正確なタックルを許さなかった。創部 100 年を迎えた今季、明大のラクビーは、幅を

広げている。神島監督は言う。「現代版の明治のラクビーをしっかりつくれるように」。FW

に頼らず、スピードあるバックスと連係した攻撃を高めてきた。節目のシーズンに新しいス

タイルを根付かせ、5 大会ぶりの頂点を奪いにいく。（朝日新聞デジタル 1 月 2 日号、一部

省略あり。） 


